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The first practical equiangular spiral antenna was constructed by J. D. Dyson in 1958. This paper discusses 

a cavity-backed equiangular antenna system composed of two arms. An equiangular spiral antenna has a wide 

frequency bandwidth. A cavity transforms a bidirectonal beam to a unidirectional beam.  
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１． まえがき 

広帯域に円偏波を放射するアンテナ素子として等角ス

パイラルアンテナが提案されている[1][2]. 本稿では, 文

献[2]内で示されている構造を再現し、アンテナ特性を検

証する[3].  

 

２． 構造 

(1) スパイラル構造 

図 1に 2アーム等角スパイラルアンテナを示す. アーム

動径を次のように表す.  
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ここで, 点 Qi の極座標 は )4,3,2,1i()Q( i  , 点 Pi

のは )4,3,2,1i()P( i  と示される. この構造の 

はであり円の半径 )P(rerr 1
)P(a

0
1  

は P1, P2, P3, 

P4を表すのに使用される.  
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(a) Top view 
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(b) Magnified view of the input region 

図 1. スパイラル構造図 



(2)アンテナ構造 

図 2 にアンテナの構造図を示す. アンテナ後方にはキャ

ビティが装着されており, キャビティ内部には吸収材が

円環状に配置されている. パラメータを表 1 に示す.  
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図 2. アンテナ構造図 

 

表 1. 構造値 

Symbol Value 

Dcav    120 mm = 1.2 3 

H    7 mm = 0.07 3 

 

３． 解析結果 

 

図 3 に入力インピーダンスの周波数特性を示す. 実部,

虚部ともに広帯域に渡り安定したインピーダンスが得

られている.  
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(a) 実部 
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(b) 虚部 

図 3 入力インピーダンス 

 

図 4に軸比の周波数特性を示す. 広帯域に渡り軸比3以下

の円偏波が得られていることがわかる.  
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図 4 軸比 

 

図 5に放射パターンを示す. キャビティの効果により, 後

方放射が前方に反射され, 単方向性ビームが得られてい

る.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 放射パターン 

 

４． まとめ 

キャビティ付き等角スパイラルアンテナを検討した. 

広帯域に円偏波を放射することが確認でき, アンテナ特

性を収集した. 修士論文ではさらにストップバンド形成

について議論しているが, 紙面の都合上割愛する.  
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